
 

 

 

 

 

 

 

  透過極点図と反射極点図を接続して完全極点図を得る 

  （測定範囲の異なる極点図の接続） 

 

 

 

 

 

 PFConnectinに機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０２月１８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 



概要 

 反射極点図と透過極点図では測定している箇所が異なる為、深さ方向に異なる集合組織も持つ場合の 

   接続は注意が必要になります。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）ソフトウエアと 

   ＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎソフトウエアで極点図の接続を行えるが機能が異なります。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）は自動で、ＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎは手動です。 

   

   以下に厚さ１ｍｍで表面加工なしのアルミニウムを例にＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎソフトウエアで 

 接続領域を変えたり、平均化モードを変えて接続極点図のＥｒｒｏｒ評価を行う 

    最初にＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎとＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅの結果は同一である事を説明します。 

    

 接続状況の確認    接続極点図のＥｒｒｏｒ評価 

 接続領域のβプロファイルをα別に比較 

 

ＯＤＦＰＯぇＦｉｇｕｒｅ１．５（２）ソフトウエア 

 

       透過反射データのつなぎ 

 

 

 



ＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｎの重み付きデータ接続 

  

   

Ｓｉｍｐｌｅ Ａｖｅｒａｇｅは平均データで接続 

  

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５によりデータのつなぎ 

 

バックグランド除去、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化が行われる。 

透過法のｄｅｆｏｃｕｓ補正はｄｅｆｏｃｕｓファイルの指数の後に‘Ｔ’を追加する 

今回は、透過法データには吸収補正を行い，ｄｅｆｏｃｕｓ補正は行わない 

ｃｏｎｎｅｃｔで接続が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｌｅＦｉｇｕｒｅ２によりデータのつなぎ 

 

 

データのつなぎ 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５と結果は同じ 

 

 

 

 

 

 



ＰＦＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎによるデータのつなぎ 

 

 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアで 

  バックグランド除去、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化を行ったデータを 

  Ａｖｅｒａｇｅモード(重み付き)とＳｉｍｐｌｅＡｖｅｒａｇｅモードで 

  接続後の規格化なしで比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａｖｅｒａｇｅモード 

 

   

 

ＯＤＦＰｌｅＦｉｇｕｒｅと結果は同じ 

Ｓｉｍｐｌｅモード 

 

  

  

 



｛１１１｝極点図接続領域の確認 

 接続領域を１５ｄｅｇから５０ｄｅｇの場合 

  

Ａｖｅｒａｇｅモードを１５―＞５０でＣｏｎｎｅｃｔ(緑)データを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続領域のそれぞれの積分データを 

用いて、透過データを反射データに 

規格化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １５度から５０度の接続領域をＡｖｅｒａｇｅ（重み付き）で接続すると 

 接続データは、１５度で透過法データと重なり、５０度に向けて徐々に反射法データに近づき 

 ５０度で反射法データと重なる。 

 

例えば ３０－＞４０領域データで接続すると 

 ――＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｃｏｎｎｅｃｔデータは３０度で透過法に重なり、３５度で平均値となり 

    ４０度で反射データと重なる。 

 

接続領域のそれぞれの積分データを 

用いて、透過データを反射データに 

規格化 



３５－＞４０領域データで接続 

 

 Connect３５度は透過データ３５度に重なる  Connect４０度は反射データ４０度に重なる 

３５－＞３５データで接続 

 

 Ｃｏｎｎｅｃｔ３５度のデータは透過３５、反射３５の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｉｍｐｌｅＡｖｅｒａｇｅモードで３０度から４０度接続領域とすると 

 

 

 接続領域は透過法と反射法の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



接続領域１５―＞５０と３０－＞４０の接続を｛１１１｝極点図で評価する。 

評価は接続結果をＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで評価する。 

接続領域１５－＞５０ 

  

接続領域３０―＞４０ 

  

 

ほぼ同一の結果ですが、結果に大きく影響するのは、反射と透過で測定している部分が異なることです。 

出来たら、材料の厚さ方向に対し、同一部分を測定する事が重要と考えられます。 

データにより、手動でＥｒｒｏｒの少ない接続法が確認出来ます。 


